
事前質問一覧 

 

4審査-10瑞穂町スマート農業・環境負荷軽減推進事業補助金 

 

（１）補助対象事業について教えてください。 

（２）化学肥料の３０％低減の具体的な方法は？ 

（３）認定農業者の対象となる条件及び対象事業者数を教えてください。 

（４）別紙に記載のある「スマート農業専門家」とはどんな方ですか。 

（５）補助対象の中に「予算の範囲内において交付」とあるが、予算額はいくらですか。 

（６）補助金額及び補助割合の中に「農産物販売」とあるが、これには農産物を使った加工品も

含まれますか。 

 

 

4審査-11瑞穂町消防団員準中型自動車運転免許取得補助金 

 

（１）自動車教習所（学校）の選定は本人の任意それとも指定されるのですか。 

指定される場合は施設名を教えてください。 

（２）補助金を使用して免許取得後、５年の誓約を遵守できなかった場合の経過年数によるペ

ナルティはどのようにしようと考えていますか。 

（３）補助金額が 5 名分となっていますが、あとの 23 名(運転することができない消防団員)

の予定はどうなっていますか。 

 

4審査-12多胎妊婦の妊婦健康診査費用助成事業 

（１）健康診査について、出産までの通常１４回の受診サイクル及び多胎児妊娠の場合の受診サ

イクルはどのようになっていますか。 また、５回に制限している根拠は？ 

（２）１回５０００円という金額の根拠は？ 

（３）４年度までは補助はなかったのですか。６年度以降の方針は？ 

（４）その他に「令和 3年度は 4人」とあるが、令和 5年度は何人位の予定ですか。 

（５）周辺の自治体も同じ事業をしていますか。同じ事業を行っている自治体と比べて回数と

金額は同程度でしょうか。個人的な感覚では 5,000 円では少ないと感じますが、他の自

治体と比べて少ないのならば最低でも同程度が良いと感じますが、いかがでしょうか。 

 

 

 Ｒ５.２.２２ 第３０回補助金等審査分科会 

                 当日配付 資料９ 



4報告-８私立幼稚園等における送迎バス等安全対策支援補助金 

（１）３園名及び内訳を教えてください。 

 

 

4 報告-９妊婦・子育て家庭への伴走型相談支援と経済的支援の一体的実施事
業（出産・子育て応援交付金） 
 
（１）東京都の継続補助が０の場合は町として追加補助するのですか。 

 

 

4報告-１０バースデーサポート事業 

（１）補助金額が漸増する理由は？ 

 

 



 

東京都の継続補助が０の場合は町として追加補助するのですか。 

瑞穂町行政評価委員会 第３０回補助金等審査分科会 

【報告事項】 事前質問回答 

 

４報告-８ 私立幼稚園等における送迎バス等安全対策支援補助金【子育て応援課】 
 

 

 

 

 

 

【回答】園名及び内訳については、以下のとおりです。 

 如意輪幼稚園    送迎バス５台 ５００万円 

福正寺松濤幼稚園  送迎バス１台 １００万円 

瑞穂のぞみこども園 送迎バス１台 １００万円 

 

 

 

４報告-９ 妊婦・子育て家庭への伴走型相談支援と経済的支援の一体的実施事業 

（出産・子育て応援交付金）【健康課】 

 

 

 

 

 

【回答】 

 東京都の継続補助は、いわゆる継ぎ足し補助のことですが、これが廃止されると、町は事業費の

１/６を負担することになります。その額は、令和５年度の予算ベースで約２７０万円になりま

す。仮に将来、廃止となった場合には、東京都町村会を通じて東京都に継ぎ足し補助の継続を要望

していきたいと考えています。 

  

３園名及び内訳を教えてください。 

質問 

質問 

 Ｒ５.２.２２ 第３０回補助金等審査分科会 

               当日配付 資料１０ 



 

補助金額が漸増する理由は？ 

４報告-10 バースデーサポート補助金【健康課】 

 

 

 

 

 

【回答】 

 補助金額が第１子、第２子、第３子以降で、１万円ずつ増えていく理由ですが、本事業では複数の

子どもがいる子育て家庭、いわゆる多子世帯ほど経済的負担の軽減を大きくできる制度になってい

ます。 

多子世帯は、養育者の育児にとられる時間が増えることで、養育者自身の精神的・肉体的負担も

大きくなります。補助金額を増やすことで、負担軽減を図るための費用（外食、家事代行サービ

ス、家事の時短に資する電化製品の購入など）も家計の中で捻出できるようにし、健康的な児童の

育成を継続できるよう支援するものです。 

また、子どもが増えるごとに１人当たりの補助金額を増やすことで、子どもを望む家庭が２人、

３人と複数の妊娠・出産を考えるモチベーションとすることもねらいとしています。 

 

 

 

質問 


